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　赤外線観測により，彗星の珪酸塩には結晶とアモルファス（非晶質）の双方が見つかっている．珪酸塩結晶

の生成機構としては，次の可能性が考えられている：加熱によるアモルファス珪酸塩の結晶化，太陽系星雲で

の直接凝縮物の混合，有機物中のラジカル−ラジカル再結合時に発生する熱によるアモルファス珪酸塩の結晶

化．本研究では，氷に覆われたアモルファス珪酸塩に紫外線が照射されて起こるラジカル−ラジカル再結合時

に発生する熱による結晶化を実験的に調べた． 

 

　誘導熱プラズマ法を用いたガスからの凝縮により作製した３種類のアモルファス微粒子，Mg2SiO4，MgSiO3

，GEM組成のアモルファス珪酸塩，を用いた．これらアモルファス珪酸塩微粒子をアモルファスSi薄膜の上に

のせ，それを超高真空透過型電子顕微鏡中で10Kまたは82Kに冷却した．その上にアモルファス氷薄膜を蒸着

した．重水素ランプからの紫外線を照射し，構造変化を電子回折法で調べた． 

 

　氷で覆われたアモルファスMg2SiO4に82Kで紫外線を照射した時にのみ結晶化（forsteriteの生成）が観察さ

れ，10Kでは何の変化も起こらなかった．さらに，アモルファスMgSiO3およびGEM様組成のアモルファス珪

酸塩では，10Kでも82Kでも何の変化も観察されなかった． 

 

　これらの結果は以下のようにして解釈できる．水分子は紫外線照射により分解される， 

 

　H2O + UV --> OH + H. (1) 

 

　逆反応のラジカル−ラジカル再結合も起こる， 

 

　OH + H -->H2O + 4.8 eV. (2) 

 

　反応(2)は10Kでは非常に遅いが，82Kでは即座に起こる．反応(2)の4.8eVは，アモルファスMg2SiO4の結晶

化エネルギー(3-4eV)より大きく，アモルファスMgSiO3の結晶化熱(9 eV)およびGEM様組成のアモルファス珪

酸塩より小さい． 

　以上の結果をもとに，彗星で観測されるforsterite結晶の一部は彗星コマ中で氷に覆われたアモルファスMg2

SiO4に太陽紫外線が照射されて生成されると考えることができる．発表では赤外線観測との比較も述べる．
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